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平
成
器
年
度
す
み
れ
会
総
会

を
4
月
口
日
に
行
い
、
新
年
度

の
h
事
や
活
動
を
兀
気
よ
く
開

始
し
ま
し
た

区
老
連
の
二
大
行
事
で

あ
る
演
芸
大
会
(
5
月
9

日
)
と
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

(
6
月
松
日
)
に
は
、
「
す

み
れ
会
、
こ
こ
に
あ
り
ー

と
意
気
軒
昂
に
満
面
の
笑

顔
で
参
加
し
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
心
に
刻
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
0

本
年
度
も
活
動
計
画
通

り
に
例
会
と
誕
生
会
、

と
秋
の
歩
く
会
を
実
施
、

友
愛
訪
問
も
行
い
ま
す

ま
た
、
盆
踊
り
や
お
祭
り
の
お

手
伝
い
、
花
壇
の
草
取
り
や
上

小
田
中
高
架
下
公
園
の
清
掃
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

貢
献
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
町
会
発
展
の
た
め

に
微
力
を
尽
く
し
ま
す

通
常
総
会

平
成
器
年
度
大
ケ
谷
戸
小
田

中
町
会
通
常
総
会
が
、
 
5
月
巧

日
、
小
田
中
町
会
館
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
(
写
真
)

開
会
の
辞
の
あ
と
、
斉

藤
春
夫
町
会
長
が
あ
い
さ
つ

◆

【
1
】
町
会
が
管
理
し
て
い

る
「
上
小
田
中
高
架
下
公
園

に
あ
る
排
水
路
か
ら
の
悪
臭
解

消
の
た
め
に
、
区
役
所
で
清
掃

を
し
て
も
ら
つ
た

【
2
】
町
会
館
は
緊
急
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

「
川
崎
市
町
会
会
館
整
備
補
助

金
制
度
に
応
募
し
て
会
館
内

の
電
灯
を
L
E
D
に
、
 
2
つ
の

ト
イ
レ
の
改
修
を
予
算
化
し
た

-
3
】
町
内
の
防
犯
灯
が
す

べ
て
市
役
所
の
管
轄
に
な
り
、

来
年
4
月
ま
で
に
L
E
D
に
改

修
さ
れ
る

会

続
い
て
、
今
期
部
改
選
さ

れ
た
委
員
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

す
べ
て
の
審
議
が
滞
り
な
く
終

了
し
ま
し
た
◆
◆

《
会
長
よ
り
提
案

審
議
終
了
後
、
町
会
長
よ
り
、
一

熊
本
地
震
に
対
し
て
義
援
金
を

送
付
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り

全
員
一
致
で
決
定
し
ま
し
た

今
年
度
も
役
員
・
委
員
共
に

以
上
、
 
3
点
の
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し

議
長
選
任
な
ど
を

経
て
、
議
案
の
審
議

に
入
り
ま
し
た

舒
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
・

会
計
監
査
報
告
を
ま

と
め
て
審
議
し
全
員

致
で
可
決
続
い

て
今
年
度
の
事
業
計

画
乗
)
と
予
算
(
塞

が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
緊
急
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
町
会
館
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど
、

徐
々
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た

す
み
れ
会

力
を
合
わ
せ
て
町
会
活
動
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
、
つ

こ
ど
も
会

5
月
玲
日
に
こ
ど
も
会
総
会

を
無
事
に
終
え
、
今
期
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
 
7
月
、
夏
休

み
ラ
ジ
オ
体
操
を
3
力
所
で
行

い
ま
す
納
涼
盆
踊
り
大
会
で

こ
ど
も
達
が
太
鼓
を
た
た

は
、
き
、
模
擬
店
を
出
し
て
盛
り
上

げ
ま
す
 
9
月
の
お
祭
り
で
は

み

こ
ど
も
神
輿
と
山
車
で
町

内
を
練
り
歩
き
ま
す

11

月
は
大
P
子
連
主
催
の
友

遊
ラ
リ
ー
に
参
加
、
口
月
は

餅
つ
き
大
会
を
実
施

1

月
は
中
子
連
主
催
凧
揚
げ

大
会
そ
し
て
3
月
は
町

会
主
催
の
歩
こ
う
会
参
加

と
、
行
事
は
盛
り
だ
く
さ
ん

ま
た
今
年
は
野
球
部
の

活
躍
も
目
立
ち
、
 
2
年
ぶ

り
の
春
季
中
原
大
会
優
勝

で
、
県
大
会
へ
の
出
場
も
決

定
こ
ど
も
達
の
健
全
育

成
を
め
ざ
し
役
員
丸
と
な
っ

て
が
ん
ぱ
っ
て
い
き
ま
す
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こ
だ
危
か
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
フ

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
場
に

ニ
ン
グ
ク
ラ
プ
」
の
メ

ン
バ
ー
が
参
列
し
、
福

な
つ
て
い
た
又
玄
寺
交
差

田
川
崎
市
長
か
ら
代
表

点
の
一
角
に
、
花
壇
を
設

置
し
て
2
年
半
1

の
井
上
頼
武
氏
に
表
彰

川
崎
市
主
催
の
「
第
他

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

.
、

回
わ
が
ま
ち
花
と
纓
の
コ

(
写
真
)
こ
の
あ
と
、
「
団
体
の

ン
ク
ー
ル
」
の
「
団
体
の

"

に
応
募
し
た
「
こ
だ

の
受
賞
者
を
代
表

部

な
か
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ

し
て
、
井
上
代
表
は
こ

プ
」
が
、
 
1
0
8
点
の
応

の
受
賞
を
励
み
に
、
更

募
の
中
か
ら
、
現
地
調
査

に
、
創
意
工
夫
を
重
ね
、

r

や
市
民
・
学
識
経
験
者
等

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

、

に
ょ
る
選
考
委
員
会
を
経

ま
に
、
感
動
し
安
ら
い

て
、
思
い
も
か
け
ず
大

で
い
た
だ
け
る
よ
、
つ
な

花
壇
づ
く
り
を
め
ざ
し

賞
」
に
輝
き
ま
し
た

6
月
部
日
、
中
原
市
民

て
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、

会
館
で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

に
は
、
^
こ
だ
な
か
ガ
ー
デ

(
要
巳
旦
と
あ
い
さ
つ

続
い
て
、
選
考
委
員

d

長
(
東
京
農
業
大
学
准

と

教
授
)
・
水
庭
千
鶴
子
氏

の
講
評
、
日
本
大
学
准

教
授
・
葉
山
嘉
一
氏
の

記
念
講
演
等
が
行
わ
れ

ま
し
た

藤
秀
男
副
会
長
の
案
内
で
、
最

前
列
と
最
後
尾
に
、
手
作
り
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
出
発

コ
ー
ス
は
、
宮
内
新
横
浜
線
沿

道
↓
一
ケ
領
用
水
沿
道
↓
宮
内

の
裏
通
り
↓
多
摩
川
河
川
敷
↓

と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
前
(
終
点
)

の
順
で
歩
き
ま
し
た

河
川
敷
を
歩
行
中
、
白
一

色
の
雪
柳
の
歓
迎
に
、
「
ま
あ
、

き
れ
い
!
と
、
皆
の
笑
顔
も

満
開
に
終
点
も
間
近
に
迫
っ
た
折
、

突
然
、
 
2
歳
の
男
児
が
、
行
列

か
ら
飛
び
出
し
、
「
わ
い
わ
い

広
場
」
で
遊
ぶ
幼
子
た
ち
の
輪

の
中
に
駆
け
込
む
と
い
っ
た
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
。
こ
、
つ
し
て
Ⅱ
時

半
に
、
全
員
、
無
事
故
で
目
的

地
に
到
着
昼
食
を
は
さ
ん
で

歓
談
後
、
解
散
し
ま
し
た

「
こ
だ
な
か
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
ク
ラ
プ
」
は
、
年

2
回
、
夏
用
と
冬
用
の

花
壇
を
作
っ
て
い
ま
す

富
士
通
川
崎
工
場
か
ら
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
^
^
を
た
っ

ふ
り
と
士
壌
に
混
ぜ
、
や
っ
と

ミ
ミ
ズ
も
生
息
す
る
肥
沃
の
士

に
な
り
ま
し
た
0

「
今
回
、
川
崎
市
主
催
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
『
大
賞
』
に
輝
く

な
ん
て
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
な

く
て
:
:
:
0
 
毎
月
の
花
壇
の
手

入
れ
と
真
夏
の
水
や
り
な
ど
、

愛
情
た
っ
ふ
り
と
お
花
を
育
て

て
き
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
」

「
交
差
点
で
信
号
待
ち
の
人

た
ち
の
励
ま
し
の
声
を
支
え
に
、

今
後
も
連
続
入
賞
を
め
ざ
し
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
メ

ン
バ
ー
の
夢
は
果
て
し
な
い
。

一
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と

ニ
ッ
コ
リ

準
備
体
操
後
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
・
注
意
事
項
等
の
説
明

一
を
受
け
て
、
実
行
委
員
長
の
斉

誓
之
=
で
親
睦
交
流

器
@
貫
侭

ー
゛
1
 
智
,
●

健
康
づ
く
り
と
親
睦
交
流
を

目
的
に
、
 
3
月
即
日
に
、
第
1

回
歩
こ
う
会
を
開
催
し
ま
し
た

(
写
真
)

当
日
は
、
町
会
館
前
に
午
前

W
時
、
老
若
男
女
釦
人
が
集
合

2
歳
児
か
ら
即
歳
代
ま
で
年
代

層
も
幅
広
い
幼
子
2
人
連
れ

で
参
加
し
た
婦
人
は
、
「
上
の

娘
(
4
歳
)
は
、
ヒ
ク
ニ
ッ

ク
に
行
く
ん
だ
!
と
、
毎
日
、
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空に一直線1
新呑の空に向かいグングン羽ばたく凧。
今年もゆつたり・のぴのぴと過こせますように/

(1月10日多摩川河川敷)

報こだなか

区

マイタウン

1、イライk

演裳

すみれ会

体育委員会
うれしい予!!

「お~、いいですね1」の声援に、ホールイン
ワンが続出し、歓声と笑顔かいっぱいでした。

(3月6日ろう学校)

さむい朝・・・・
ぞれでもみんなで街をきれいに

(3月13日)

第35号

こんな Uで
オーケーかな?

見事な手さばきで、
スッキリ・さっぱり。
率先してツツジの剪定に

汗を流す斉藤町会長。(6月12日)

美化運動

キ劇点剛'ヤ'1^、"'"" 1^.、、
、ー

街がキレイつていいですね!
「こみゼロの街づくLI」を志し、皆さん、大集合です。

(6月12日)

,

区
老
連
演
芸
大
会

リ
ス
ム
カ
ル
な
メ
ロ
〒
イ
ー
に
π

『
港
が
見
え
る
丘
」
の
合
唱
に
合
わ

せ
、
思
わ
ず
場
内
も
口
ず
さ
み
、
青
春

を
想
う
歌
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

(
5
月
9
日
エ
ポ
ッ
ク
中
原
)

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

会

新
春
だ
こ
あ
け
大
会

徐
の
主
容
行
事
予
定

平
成

年
V

こ
だ
"

会
報

ド
ゴ

グ
ラ
{
趨

踊
り

ノノ

こ
}
N
H
K
早

(
す
)
友
愛
チ

0

"
 
f
 
劃

0
9
月

0

か
」
発
行

フ
大
会

習朝
ラ
ジ
オ
体
操

ム
薪
修

涼
盆
踊
り
大
会

美
化開

「
敬

伯
月

赤
い
防
災

一
す
}

一
す
}
、

ス
ポ
中
原

"
月
グ
ラ
、璽

一
こ
一

一
す
一

一
す
一
、
ハ

蔓
化

一
す
一

1
月

一
こ
〕

一
こ
一

動例
大

J

の
日
」

表
敬
訪
問

い

、

.

動

練

0

修
獎

0

川
敷

0

ツ
大

*

民
祭

i

ア
レ

1
一
τ
一
、

ι

遊
ラ

0

く
会

ル

れ
あ

Jノ

動

.

愛
訪
0

つ
き

.

球
部
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

J

巡
0

.

<
平
成
即
年
V

発

こ
だ
な

会
報

1
月

=

春
た
こ

大

一
こ
〕

0

委
貝
研

役
員

2
月

年
研
修

一
す
一

冨

ウ

如
展
「

子
連
主
催
」

(
こ
〕

0

れ
会

球
部
、

(
こ
)

Ⅱ

.

ド
ゴ
レ

グ
ラ
、

会

3
月

美
化

動

0

愛
訪

(
す
)

0

歩
こ

会

.ψ
一
三
こ
ど
も
夢
バ
ー
ク
「
津
田
山
」

※
(
婦
)
"
娼
人
部

(
こ
)
"
こ
ど
も
会

(
す
)
"
す
み
れ
会

※
毎
月
第
1
木
曜
日
役
員
会

※
(
す
)
毎
1
木
曜
日
例
会
誕
生
会



2
年
に
1
度
の
役
員
・
委

員
研
修
旅
行
を
2
月

H
日
(
日
)
に
実
施
、

如
名
の
参
加
で
都
内

各
所
で
研
修
し
て
き

ま
し
た
最
初
は
、
昨
年
末
に

改
装
オ
ー
プ
ン
し
た

「
日
本
銀
行
貨
幣
博
物

館
」
を
訪
れ
、
古
代

か
ら
の
貨
幣
の
歴
史

に
感
嘆
勢
ぞ
ろ
い

し
た
歴
代
の
貨
幣
の

前
で
は
[
あ
っ
、
こ
の
貨
幣
を

■
●
■
■
■
●
■
■
●
■
■
●
■
■
■
●
昏
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
尋
●
●
●
書
■
尋
●
曇
●
●
尋
●
●
■
■
●
■
書
■
●
曇
●
●
●
●
●
■
仙
■
■
●
●
●
■
■
●
●
●
■
●
■
■
●
●
●
●
■
■
■
■
●
,
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■.

宝
」
「
希
望
の
星
と
の
強
゛
験
し
、
三
本
0
を
を
実
感
。
飛
ぱ
し
■
く
れ
工
兀
気
を
も
卵
編
集
後
兇

黎
町
黒
,
釈

思
い
で
、
こ
ど
も
会
の
発
展
に
こ
ど
も
会
行
事
で
あ
る
運
動
ら
え
た
こ
と
が
う
れ
し
か
朗

尽
力
現
在
、
町
会
館
に
保
管
会
・
盆
踊
り
の
模
擬
店
出
店
・
た
」
こ
ど
も
達
の
明
る
い
笑
"
●
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆

こ
ど
も
会
名
誉
会
長

さ
れ
て
い
る
会
長
就
任
中
の
多
餅
つ
き
大
会
な
ど
、
ど
の
行
事
い
声
が
ひ
び
く
希
望
と
安
穏
の
岬
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

渡
辺
信
夫
え

く
の
貴
重
な
資
料
か
ら
も
真
面
も
当
日
の
天
気
を
心
配
し
、
夜
日
々
を
小
田
中
に
築
き
た
い
、
"
げ
ま
す
気
持
ち
ば
か
り
の
支

目
さ
と
兀
帳
面
な
性
格
を
う
か
中
に
何
度
も
自
が
覚
め
眠
れ
な
と
今
も
心
は
熱
く
燃
え
る
岬
援
金
を
納
付
日
も
早
い
復

く
な
り
、
血
圧
が
急
上
昇
し
た
長
年
に
わ
た
る
子
供
会
育
卵
興
を
願
っ
て
い
ま
す

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
の
宝
1
こ
と
も
の
育
成
に
尽
力
 
1
一
'
曾
1
 
ー
"

対
し
て
、

氏
の
長
年
の
こ
ど
も
へ
の
深
い

こ
と
も
。
保
険
に
は
入
っ
て
い
平
成
玲
年
に
川
崎
市
こ
ど
も
会

東
京
都
大
田
区
生
ま
れ
結

"
慈
悲
の
心
に
熱
く
感
謝
し
ま
す

る
が
事
故
が
一
番
心
配
で
、
無
連
盟
よ
り
表
彰
状
、
平
成
紛
年

婚
し
て
昭
和
恥
年
に
こ
こ
川
崎

●
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
始
め
て
2

事
終
了
す
る
と
役
員
一
同
安
に
中
原
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

に
居
住
ナ
シ
ョ
ナ
ル
(
現

年
半
1
 
「
わ
が
ま
ち
花
と

.

.

.

堵
何
よ
り
も
h
事
を
通
し
ょ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
)
家
電
販
売
会

"
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
て
大
賞
に

て
こ
ど
も
達
の
明
る
い
喜
び
の
こ
ど
も
会
筋
に
歩
ん
だ
人
生

社
で
経
理
を
担
当
し
敏
腕
を
ふ

花
を
愛
す
る
心
で
地
域
を
愛
し

笑
顔
が
、
ど
ん
な
苦
労
も
吹
き
は
大
満
足
と

る
う
高
度
経
済
成
長
期
を
経

.
住
み
ょ
い
街
に
し
ま
し
ょ
う

会

/
,
一

乍
a
、

単
ず

倉

,

一,
取
"
.

L
 
、

使
っ
て
た
わ
見
た
'
憶
が

あ
る
わ
」
と
会
話
が
弾
み
;
静

か
に
ー
・
0
 
と
、
注
意
さ
れ
る
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
そ
の
後
、
浅

草
寺
で
参
拝

最
後
は
待
望
の
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
」
を
訪
ね
、
 
4
0
0

m
超
の
眺
望
に
感
嘆
し
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た

昭
和
印
年
に
、
こ
ど
も
会
副

会
長
に
就
任
平
成
而
年
よ
り

部
年
ま
で
会
長
と
し
て
重
責
を

果
た
す
こ
ど
も
は
「
地
域
の

,

中
原
区
子
連
春
季
野
球
大
会

で
、
見
事
優
勝
 
8
 
に
開
催

さ
れ
る
県
大
会
へ
の
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。
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